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６．型枠加工組立 
   一般に下拵えされる型枠部分は、木製の場合、柱型枠、梁型枠、壁、スラブの補助型枠、

階段、基礎、その他特殊部分の型枠がある。 
   型枠組立ての精度および作業能率は加工場の選定、下拵えの精度および材料の集積の仕方

等で大きな影響を受けるので、十分な計画を配慮する。 
 
（１）下拵え 
   ①基礎、1F、2F分の下拵えは業者の加工場で行う。3F以上は各階で行う。 

②現地加工、現地作業を極力なくすよう、下拵えできる部分は、必ずこの段階で加工する

（梁は地組とする）。 
下拵えできる部分＝セパ穴、さし筋穴、各種アンカー取付け、サッシ枠加工、防水欠込

み、階段蹴込み、段板等。 
③材料の整理整頓に努め、下拵え用ベニヤにはなるべく半端材を用いる。 
④梁側はスラブ荷重を受けるので、あまり古材を使用しない。 
⑤材料のムダの出ないように割付け拾い出しをする 

   ⑥梁の加工は側を下げる（但しペコビーム使用時は梁底受タイプとする） 
 ⑦柱加工は首補助とする 

   ⑧打放し壁は 600パネル立使い両脇桟木とする 
⑨打放し面は割付図に従いセパレーター穴を前もってあけておく 

 
１）柱の下拵え 
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梁底は柱に乗せかけ、梁側は突き付けとする。 
 
 

 柱の根本 

  
 
 

２）梁の下拵え 
  ａ．ベニヤパネルはでさるだけ定尺のものを切断しないで使用するようにする。 

       なお、梁型枠の組立て方には大別すると二つの方法があり、梁底をコンクリート

寸法と同じとし、梁側はできるだけ定尺のまま使用する方法と、梁底をできるだ

け定尺のまま使用し、側板を梁のコンクリート寸法と同じとする方法がある。一

般的には側板を先に取り外すので、下図の方法で行われることが多い。（L型デッ
キの場合は下図右側の方法で行う） 

     ｂ．面本を用いる場合は、梁底に取り付ける。 
     ｃ．大梁の長さは柱と柱のコンクリート内法寸法とし、両端は柱のせき板の上に乗せ

掛ける。また小梨の長さは大梁と小架のコンクリート内法寸法とし、大梁のせき

板の上にのせる。 
     ｄ．柱または梁の側板に作る梁の欠込み部の大きさは梁型枠（せき板）の外法寸法に

合わせる。また作製した梁側板の小梁接合の欠込み部には桟木等で仮止めして変

形などの防止処直を講ずる。 



http://www.bandou21.com/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）壁パネルの作製 
ａ．壁パネルの目的は転用回数を多くすることにある。従って十分な検討打合せの上図面

を作製し、パネル割付を考える。壁パネルは連続して並べて建込むため、また何回も

使用するので、桟木やベニヤ面にささくれやコンクリート片が付着して全体の寸法に

伸びが出る場合が多いので、建込前にケレン棒等で十分清掃する。 
ｂ．移動、荷揚げ、据付け、解体等の取扱いの便を考え、変更がない丈夫なものを作るよ

うにする。 
ｃ．外部パネルは階高より多少大きくし、各々の違った階高にも利用できるように作製し、

また丸セパレータの位置もできるだけ同じものが使えるように検討し、下拵えのとき

か、または最初の建込みの時点で穴をあける。 
ｄ．型枠の損傷を少なくし、また取外しを容易にするためハクリ剤を塗布しておく。 
ハクリ剤の選定はコンクリートに害のないものを使用する。 

ｅ．階段の下拵え 
階高および段鼻によって、け込みと踏面の割付けを決めた現寸図（必ず担当責任者の
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検査を受けたもの）をもとに、側板の下拵えをする。その側板にもできるだけ定尺物

を切らないように組入れ、陸墨と段鼻の返り墨は現寸図に基づいて必ず記入しておく。 
ｆ．その他の特殊型枠の下拵え（R型枠等） 
間違いを少なくするため、必ずコンクリート図および係員より検査された現寸図をも

とにして下拵えをする。 
 
 
（２）型枠組立 
   コンクリート型枠は、コンクリートを必要な決められた型に成型する鋳型である。 

また、コンクリート打設後の解体が容易にできるように配慮して組立てることが必要であ

る。このため作業主任者は、あらかじめ使用材料、また打放し型枠についてはベニヤの割

付および木コン等の割付けを考慮して組立て方法について十分に検討し、またコンクリー

ト内部に入るスリーブ、木レンガ等の設備に関する取付け金物を忘れないように関連職種

間との連絡、打合せを十分に行ない、手落ち手戻りがないように組立をする。 
 

１）型枠組立の要点 

ａ．型枠組立は、足場の組立て作業、配筋作業、コンクリートに埋設する設備工事の箱、

および配管作業と併用して行なわれるので、これら他職種間との連絡および打合わせ

を十分に行なう。 

ｂ．型枠は寸法を正確に、かつ水平、垂直および引通し良く建入れるとともに作業荷重、

コンクリートの側圧、打投時の振動、衝撃に耐え、かつ、ひずみや、くるいが生じな

いように組立てる。 

ｃ．せき板はコンクリートに食い込まないように組立て、またセメントペーストが漏出し

ないように、すき間なく組立てる。 

ｄ．型枠の締結は、締付け金物による締付けを主体とし、釘またはなまし
．．．

鉄線は補助的な

使用とする。 
ｆ．締付金物の位置は、組立図または責任者の指示によるところとする。なお鋼製のタテ

バタ取付けに際して、あらかじめ結束線または、かすがいでせき板に仮り止めしてお

く。 
ｇ．型枠の補強のためにサポート等で壁、柱等を押した場合は、同時にチェーンまたはワ

イヤーロープとタンバックルで引張るようにする。 
  ｈ．組立て作業は、組立て→検査→修正→固定を1 サイクルとして部分、部分まとめて行

き全体へと進める。 
ｉ．型枠足場、遣り方等他の仮設物に連培して切梁、補強等はしないようにする。 
ｊ．地下部分の作業を行なう場合は、掘削法面や土止め支保工の安全を確かめる。 
ｋ．作業中は常に安全通路を確保し、また通路に近隣する開口部の手すり等の防護設備の

取り付けもれに注意する。 
 

２）建込み 
   １）柱建込み 
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    ・面木、目地、金物の取付け確認をする。 
    ・セパレーターの割付は、側圧を考慮する。 
    ・レベルの確認をする。 
    ・地墨とせき板の位置のズレが無いよう注意する。 
    ・柱の建入検査はスラブ張り前に行う。 
    ・角締めを必ず行う。 
    ・ベニヤは、できるだけ定尺のものを、切断しないで使用するよう板取りする。 

・柱型枠取付け前に必ず、打継ぎ面の掃除を行う。 
 

壁型枠の根巻き 

 
 
 
 
 

壁型枠控え 
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柱下部の掃除口 
 
掃除口の位置と 
固定方法 
 

 
 
 

３）壁建込み。 
・せき板の割付けは、一般枠 600×1,800 横使い、打放しは 600×1,800 縦使いとす
る。 
・セパレーター割付けは釘放し面、木コンの高さがそろうようにする。 
・開口部のレベル高さを確認する。 
・面木、目地、木レンガの取付け忘れがないよう気を付ける。 
・フォームタイ際にはパイプを必ず取付け、締過ぎによる型枠のふくらみを防ぐ。 

    ・壁の建入検査はスラブ張り前に行う。 
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一般部分の敷きバタ 

 
 
 

 
 

大パネルをクレーンで吊上げ、パネル受けにセットする 
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目地棒取り付け 
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開口部 

 
 

４）梁建込み 
   ①全長寸法の確認を前もって行う。 
   ②水平精度の確認は、スラブ張り直前に再度行う。 
   ③サポートの間隔は、支保工計算書のとおりに従う。 
   ④地組は梁の真下で行う。 
 

梁の支保工 

 
 

⑤セパレーターの取付け 
・梁底より 50mmの所に、1箇所セパレータを取付ける。 
・胴締めのセパレータは使用せず、梁端太ボックス（KS梁端太ボックス）およびビーム
クランプの併用により、梁側の座屈を防止する。 

・梁揚げ後．聞き止めセパを 800mm以内にとる。 
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５）スラブ型枠 
    ・柱、壁、梁の建入れ、通り、内法寸法の確認を前もって行う。 
    ・サポートの大引、根太の割付けは支保工計算書の通りとする。 
    ・サポート高さ 3．5mを超える場合は、高さ 2m以内毎に水平つなぎを 2方向に取る。 
    ・せき板は一般枠においては古材使用も可とする。 
    ・スラブ型枠の高さはレベルを見ながらサポートで調整する。 
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  ６）階段 
 

 
階段型枠施工要領 
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  ７）腰手摺り壁 
 

 

 
 
 
 

７）打設中の相番 
コンクリート打設中は２名の大工を相番につけ、下記の異常の発見とその処置に当たる。 

・コンクリートの漏れ 
・型枠のはらみ・移動 
・支保工の異常 
・外壁の通り確認（常時） 
・スリーブアンカー入れ……その他 

 
 
 


